山村プロ　サラワク生態チーム打ち合わせ（080602）メモ

◎重点調査

＜場所＞

重点調査は、市川プロで明らかになった林分間の生態系サービスや生物多様性の違いをサラワク全体にスケールアップするため、景観レベルの影響を評価できるデータが必要である。それを考えると、当初考えていた奥地、低地の２地点だけでなく、中間的な場所もいれた３カ所で行ったほうがよい。そのため調査項目は絞り込む。中間の調査地はこれから選定する。

＜調査項目＞

調査項目を決定するためにすでにあるデータの解析、整理が十分でない。林分間の違いを出しやすい項目に加え、ランドスケープレベルの影響（周辺の森林の面積など）が得やすい調査項目を意識する（たとえば移動性の高い動物：コウモリ、鳥、動物（カメラトラップ）など）。植物については未解析のリセンサスデータの解析も必要（中川）。

７月中に市岡・中川・酒井らを中心に検討を行う。

◎今年度の低地・奥地の調査

＜低地の調査：ランビル周辺＞

　ルマチャブで調査が出来なくなったために、市川プロのプロットのほとんどが使えなくなった。再度プロットの場所を選定し直す必要がある。４月末に市川、中川、酒井で村を訪問、ブキットソン、エントラン、ルマブンダン、ブリでは、交渉次第では使わせてもらえそうだった。今後、プロットに適した場所を探し、使用について交渉し、最終的にプロットの場所の決定をしなくてはならない。全体的に古い二次林が少ない。ブリは、古い二次林があるが、四駆が必要。四駆ならアクセス可能な場所も視野にいれて探す必要がある。

プロット数：３つの村×２種類（若い・古い）×繰り返し２＝１２プロット

（あるいは２つの村×繰り返し３）

面積：10 x 100 m（市川プロと同じ）

植生調査項目：DBH 10cm　以上について毎木調査、草本などは調査しない

スケジュール：中川さんを中心に、６月～場所選定、９月後半にプロット設置

オイルパーム・プランテーション、伐採林についても調査地の選定を進める。

＜奥地調査について＞

ウルバラムLg. Semiyangの周辺。ケニャの村。市川さんの知り合いのPeter Karan氏（ミリのケニャの有力者）の出身村で伐採の前線近く。ランビルから四駆で６、７時間くらい。近くには焼き畑からあまり人の手の入っていない森林まである。Karan氏は協力に前向き、宿泊の提供、車や舟（近くのロングハウスや調査にいくときの）の手配もしてくれるとのこと。近く川沿いにはカヤンなどの村がある。

スケジュール：１１月の全体会議の後の今年度中？

◎多点調査について

　今年度の調査（３０地点）のおおよその地域を決定。8月6日から13日の予定でサラワク側のサーベイヤーに打診している。その際、生態からは、酒井・岸本が出来る範囲で同行し、どのような生態調査が可能か検討する。多点調査に対応する生態調査は、かならずしもアンケートと同時に行わない。

